
主催：世田谷区・社会福祉法人むそう

■日時 平成27年6月27日(土)14時～16時30分
（開場13時30分）

■会場 国立成育医療研究センター 講堂
(東京都世田谷区大蔵2-10-1)

■定員 100名（先着順）

■事前申込 不要 ■参加費 無料

■対象 家族、医師、看護師、介護職、相談支援員など

世田谷区における

医療的ケアを要する障害児・者等に関する
実態調査報告会

【お問い合わせ先】
社会福祉法人むそう TEL＆FAX:03-6805-6470 Email:2004@musou.or.jp

プログラム

14：00～ 「医療的ケアを必要とする障害児・者等に対する生活実態調査結果報告」
株式会社 三菱総合研究所人間・生活研究本部 高森 裕子氏

14：45～ シンポジウム「障害児・者等の在宅支援の今と未来」
コーディネーター：社会福祉法人むそう 戸枝 陽基氏
シンポジスト：世田谷区医師会 橋本 倫太郎氏

国立成育医療研究センター 中村 知夫氏
群馬大学教育学部准教授 吉野 浩之氏
島田療育センターはちおうじ 小沢 浩氏
医療法人財団はるたか会 梶原 厚子氏

16：15～ まとめ
16：30 終了

世田谷区では、在宅で医療ケアが必要とする方が、安心して地域で在宅生活を送るための医療・福祉連
携等の環境づくりを進めるため、在宅で医療的ケアを必要として暮らしている方の生活実態調査を行いま
した。これまでこのような調査は、ほとんどありませんでした。今回は、この実態調査でみえてきた医療的
ケアを必要とする人たちの暮らしの現状を報告し、みなさまと共有するための会です。この報告会を通じて
よりよい暮らしへの方向性がみえることを期待しています。
区内外問わず、関心のある方はどなたでもご参加ください。


